
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2017 年 3 月 25 日(土)                        編集 岡山県平和委員会 

発行 日本平和委員会                        〒700-0905 岡山市北区春日町 4-26 

1950.12.16.第 3種郵便物認可                                TEL/FAX086-224-378７ 

郵便振替 01240-1-1713                                  Email heiwaoka@nifty.com 

                                                        

３
月
１９
日
、
第
三
回
県
理
事
会
が
開
か

れ
、
３
地
域
６
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ

こ
で
県
の
定
期
総
会
並
び
に
、
平
和
委
全

国
大
会
に
む
け
た
方
針
を
確
認
し
、
緊
急

課
題
と
な
っ
て
い
る
日
本
原
で
の
岩
国
海

兵
隊
訓
練
と
の
闘
い
な
ど
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
し
た
。 

日
本
原
、
闘
い
は
こ
れ
か
ら 

理
事
会
の
前
日
に
、
勝
田
・
津
山
平
和

委
員
会
と
奈
義
九
条
の
会
主
催
の
学
習
会

が
奈
義
町
で
開
か
れ
、
全
県
か
ら
６
０
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
日
本
原
問
題

の
現
情
勢
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
奈
義

町
議
会
は
海
兵
隊
の
受
け
入
れ
を
決
議
し

た
が
、
町
長
は
ま
だ
態
度
表
明
を
し
て
い

な
い
。
津
山
市
は
議
会
も
市
長
も
い
ま
だ

「
住
民
の
意
思
を
尊
重
し
て
慎
重
に

決
め
る
べ
き
」
と
い
う
態
度
で
す
。 

 

県
理
事
会
は
、
県
知
事
に
申
し
入
れ

を
し
た
団
体
と
協
議
し
な
が
ら
、
宣

伝
、
署
名
、
学
習
会
な
ど
緊
急
に
企
画

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
各
地
域
平
和

委
員
会
で
も
、
独
自
に
反
対
の
取
り
組

み
を
す
る
よ
う
に
話
し
合
い
を
持
つ

よ
う
提
起
す
る
事
を
決
め
ま
し
た
。 

く
ら
し
き
平
和
委
の 

共
謀
罪
反
対
運
動 

情
勢
討
議
で
は
、
他
に
沖
縄
連
帯
署

名
や
南
ス
ー
ダ
ン
、
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国

際
、
共
謀
罪
の
各
署
名
を
集
め
よ
う
と

い
う
提
起
が
さ
れ
ま
し
た
。
と
く
に
、

く
ら
し
き
平
和
委
員
会
の
朝
倉
さ
ん

か
ら
「
共
謀
罪
の
署
名
・
宣
伝
は
、
い

ま
緊
急
の
課
題
だ
と
思
う
。
私
は
、
共

謀
罪
パ
ン
フ
を
５０
部
取
り
寄
せ
て
周

り
に
知
ら
せ
て
い
る
。
今
日
も
倉
敷
駅

前
で
戦
争
法
反
対
集
会
が
あ
っ
た
が
、

短
時
間
に
チ
ラ
シ
を
２０
部
配
っ
た
」
と

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

水
島
平
和
委
の 

 
 

仲
間
づ
く
り
活
動 

組
織
建
設
課
題
で
は
、
厳
し
い
現
状

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
去
年
の
県
総
会

で
確
認
し
た
全
国
大
会
目
標
５
５
０

人
７
０
０
部
ま
で
、
あ
と
１
８
１
人
３

４
３
部
で
す
。
年
度
末
ま
で
の
４
０
０

人
回
復
ま
で
な
ら
ば
、
あ
と
３
１
人
５

７
部
で
す
。
水
島
平
和
委
員
会
の
大
熊

さ
ん
か
ら
は
、
こ
の
間
の
仲
間
づ
く
り
月
間
で

１
人
７
部
を
増
や
し
た
経
験
が
語
ら
れ
ま
し

た
。「
ま
ず
は
、
毎
月
の
事
務
局
会
議
で
目
標
を

設
定
し
て
し
っ
か
り
意
思
統
一
し
て
き
た
。
事

前
に
友
好
団
体
に
申
し
入
れ
を
行
い
、
見
本
誌

を
取
り
寄
せ
て
、
大
げ
さ
な
く
ら
い
に
し
て
訪

問
し
て
い
っ
た
。
６
団
体
訪
問
し
て
、
２
団
体
で

合
計
６
部
の
成
果
が
あ
っ
た
。
ま
だ
、
成
果
が
見

込
め
る
団
体
も
あ
る
」
と
事
前
の
意
思
統
一
が

大
切
だ
と
い
う
事
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
県
総
会
は
５
月
１
３
日 

今
年
は
県
総
会
を
、
全
国
大
会
へ
の
決
起
集

会
に
な
る
よ
う
に
、
５
月
１３
日
（
土
）
午
後
、

勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。
議
案

に
つ
い
て
は
、
理
事
会
で
の
討
議
日
程
を
作
る

の
が
む
つ
か
し
い
の
で
、
常
任
理
事
会
に
一
任
、

議
案
を
事
前
に
理
事
に
届
け
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。 

名
刺
広
告
に
地
域
平
和
委
の
奮
闘
を 

全
国
大
会
に
は
、
３
ヶ
月
を
切
り
ま
し
た
。
６

月
１０
日
（
土
）、
１１
日
（
日
）
に
勤
労
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
す
。
岡
山
の
戦
争
と
平
和

に
つ
い
て
解
説
し
た
「
岡
山
の
基
地
パ
ン
フ
」
を

現
在
作
成
中
で
す
。
ま
た
、
全
国
の
仲
間
を
岡
山

の
民
主
勢
力
全
体
で
歓
迎
す
る
の
と
、
大
会
準

備
等
の
経
費
ね
ん
出
の
た
め
に
、
名
刺
広
告
に

取
り
組
み
ま
す
。
一
口
団
体
３
０
０
０
円
、
個
人

１
０
０
０
円
。
Ａ
４
一
ペ
ー
ジ
に
五
段
八
列
。
地

域
平
和
委
員
会
で
集
め
た
広
告
は
、
半
額
を
地

域
平
和
委
の
財
政
と
し
て
還
元
し
ま
す
。
掲
載

す
る
の
は
、
平
和
新
聞
県
内
版
全
国
大
会
特
集

号
と
全
国
大
会
し
お
り
で
す
。
ぜ
ひ
、
各
地
域
平

和
委
員
会
の
奮
闘
を
期
待
し
ま
す
。 

１８日開催。奈義での岩国海兵隊の学習会 
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県
平
和
委
員
会
は
、
毎
月
15
日
、
沖
縄
県
民
の

「
米
軍
基
地
の
な
い
平
和
な
沖
縄
」
を
め
ざ
す
闘

い
に
連
帯
し
て
行
動
し
て
い
ま
す
。
３
月
１５
日
は

岡
山
駅
さ
ん
す
て
で
夕
方
の
一
時
間
宣
伝
を
し

て
、
10
人
が
参
加
、
署
名
は
８
筆
集
ま
り
ま
し
た
。 

大
西
会
長
が
沖
縄
に
行
っ
た
時
の
写
真
を
載
せ

た
パ
ネ
ル
と
、
日
本
原
で
岩
国
の
海
兵
隊
が
ど
ん

な
訓
練
を
す
る
の
か
を
写
真
を
載
せ
た
パ
ネ
ル
を

展
示
し
な
が
ら
、
訴
え
ま
し
た
。 

署
名
を
し
て
く
れ
た
人
か
ら
の
声
。
「 

自
然
の

破
壊
は
ゆ
る
せ
ま
せ
ん
。
沖
縄
の
基
地
の
話
は
高

校
の
頃
、
現
代
文
で
や
っ
た
か

ら
ち
ょ
っ
と
知
っ
て
ま
す
。

(

２
０
代
女
性)

」「
津
山
で
お
か

や
ま
い
っ
ぽ
ん
に
関
係
し
て

い
た
の
で
辺
野
古
の
こ
と
知

っ
て
ま
す
。
チ
ラ
シ
に
日
本
原

演
習
場
が
載
っ
て
る
の
を
見

て
、
日
本
原
の
こ
と
も
こ
う
や

っ
て
情
報
ま
と
め
て
載
せ
て

く
れ
て
る
の
ね
っ
て
嬉
し
い
。

(

４
０
代
女
性)

」 

参
加
者
の
青
年
は
「 

毎
回

や
る
前
は
緊
張
す
る
し
、
ち
ょ

っ
と
嫌
だ
な
っ
て
思
う
け
ど
、

や
は
り
街
頭
に
立
っ
て
対
話

す
る
こ
と
大
事
で
す
ね
。
街
頭

に
出
な
い
と
出
会
わ
な
い
し

伝
え
ら
れ
な
い
人
が
沢
山
い

る
ん
だ
と
思
っ
て
、
言
い
聞
か

せ
て
、
で
き
る
だ
け
参
加
し
ま

す
」
と
感
想
を
述
べ
て
く
れ
ま

し
た
。 

各
地
域
の
平
和
委
員
会
で

も
ぜ
ひ
企
画
し
て
く
だ
さ
い
。

二
か
月
後
の
５
月

１５

日
は

「
沖
縄
返
還
の
日
」
で
も
あ
る

の
で
、
県
内
い
た
る
と
こ
ろ
で

平
和
委
員
会
が
主
催
し
て
行

動
を
起
こ
す
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。 

１５日沖縄連帯宣伝行動 

街頭に出ないと伝えられれない 

３．１ビキニテー集会参加者の感想 
私は初めて 3・1ビキニデーに参加しました。核の

廃絶の運動をしているのは年配の人が多いイメージ

だったのですが、私が参加した入門編の分科会には

私と同じぐらいの年齢の人が多くびっくりするのと

同時に嬉しく思いました。ビキニ事件があってから

核をなくそうという運動が始まっていったことを知

り、それまでは原爆のことに触れてはいけなかった

ということにびっくりしました。また自分がこれま

で知らなかったことを恥ずかしく思ったのと、私と

同じように実態やその時のことを知らない人がたく

さんいるんだろうなと思い、もっとたくさんの人に

知ってもらうことも大切だと思いました。署名活動

を一生懸命している人たちがいることを知って、自

分にも何かできないかなという気持ちになりまし

た。今回このビキニデー集会に参加できて、改めて核

はいらないと思い、核をなくすために私自身もでき

ることをしたいと思いました。（看護学生・Hさん） 

・3/26（日）若者憲法アンケート  

岡山駅西口さんすて 

14：00～15：00: 

県平和委×民青 

・4/15（土）15日行動 さんすて 

 12：00～13：00 

・5/3（水・祝）憲法集会 

・5/3（水・祝）若者憲法アンケート  

       県平和委×民青 

・5/15（月）15日行動 さんすて  

18：00～19：00 


